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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。

 

適正使用のお願い 

２０２０年１２月 

 

プレガバリン製剤の副作用として“めまい、傾眠、意識消失等”が報告されています。また、これらの副

作用により、転倒、転倒による⾻折、また⾃動⾞事故に⾄った例も報告されています。 

本剤の処⽅・調剤に際し、⼗分な服薬指導をお願い致します。 

⚫ めまい、傾眠、意識消失等への注意に加え、転倒、転倒による⾻折にも注意してください。 

⚫ ⾃動⾞の運転等危険を伴う機械の操作を⾏わないでください。 

※患者用指導箋「プレガバリン OD 錠を服用される患者さんとご家族の⽅へ」をご利用ください。 

 

⾼齢者に対する留意点について、合わせてご確認ください。 

⚫ ⾼齢者では腎機能が低下していることが多いため、本剤を低用量から開始し、忍容性が確認され、

効果不⼗分な場合に増量するなど、患者ごとに⼗分な観察を⾏い投与してください。 

⚫ ⾼齢者では⼀般的に筋⼒が低下していることより、めまい、傾眠、意識消失等への注意と併せ、転

倒、転倒による⾻折にも⼗分注意するよう服薬指導をお願い致します。 

 

プレガバリン OD 錠「アメル」添付文書（2020 年 9 月改訂、第 2 版抜粋）： 

２．重要な基本的注意 

⑴ 本剤の投与によりめまい、傾眠、意識消失等があらわれ、⾃動⾞事故に⾄った例もあるので、本剤投与中の患者に

は、⾃動⾞の運転等危険を伴う機械の操作に従事させないよう注意すること。特に⾼齢者ではこれらの症状により転

倒し⾻折等を起こした例があるため、⼗分に注意すること。 

４．副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施していない。 

⑴重大な副作用（頻度不明） 

1）めまい、傾眠、意識消失：めまい、傾眠、意識消失があらわれ、転倒し⾻折等に⾄ったとの報告があるので、観察

を⼗分に⾏い、異常が認められた場合には投与を中止又は減量するなど、適切な処置を⾏うこと。 

５．⾼齢者への投与 

⾼齢者では腎機能が低下していることが多いため、クレアチニンクリアランス値を参考に投与量、投与間隔を調節す

るなど、慎重に投与すること。［「用法・用量に関連する使用上の注意」、「慎重投与」の項参照］ 

また、⾼齢者ではめまい、傾眠、意識消失等により転倒し⾻折等を起こした例があるため、⼗分に注意すること。［「重

要な基本的注意」、「重大な副作用」の項参照］ 


